






要約:ハイリスク児のケアシステムの確立を目指して、昨年度に引き続き五つの分担課題

について研究を行った。地域周産期医療システムの評価に関する研究班では、人口 100 万

人あたり一つの周産期診療圏を設定し、施設整備の必要性を提言した。ハイリスク児の予

防に関する研究班では、切迫早産管理法、早産症例に対する検査・治療法、不妊治療後の

妊娠・分娩と多胎児について検討した。ハイリスク児の調査に関する研究班では、超未熟

児の 3歳時予後に関する全国調査を行ってデータベースを作成した。また、超未熟児、仮

死出生児、多胎児の予後不良因子に関する前方祝的研究を開始した。ハイリスク児の管理

に関する研究班では、極小未熟児の 100g 刻みの出

生体重別の出生後の発育評価曲線の作成とその評価、慢性肺疾患児の型別分類による管理

法と在宅管理中の肺高血圧管理基準の作成、NICU での手洗い法の改善による感染症予防

対策、向精神薬と抗癲癇薬投与母体からの出生児の管理、多胎児を持つ親の指導法なとに

ついて検討した。ハイリスク児の地域ケアのあり方に関する研究班では、極小未熟児に対

する早期介入について検討を行い、保健婦用の手引き書を作成した.


